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JR西労組結成宣言

ＪＲ西労組
組合員数 35,000 名 35,300 名 35,500 名

76.2％ 77.2% 77.9%組織率

1991 年 12月
（結成時）

1993 年 7月
（第 4回大会）

1994 年 7月
（第 5回大会）

※組織状況の推移表

1991年6月25日

7月4日

7月26日

12月6日

1992年3月3日

5月18日

7月28日

7月31日

1993年4月1日

6月12日

7月14日

1994年7月9日

7月13日

（平成3年）

 （平成4年）

 （平成5年）

 （平成6年）

 

JR西労組と西日本鉄産労との三役会見。「JR西労組
が組織統一を申し入れる」

【JR西労組のJR総連脱退】
　JR西労組第6回定期中央本部大会は、国鉄清算事
業団職員の再採用問題をめぐりJR総連へスト権及び
スト指令権の移譲に反対並びにJR西労組から脱退し
たJR西労のJR総連加入に反対したがJR総連が加入を
認めた事によりJR総連からの脱退、そして西日本鉄産
労との組織統一を確認。 

　西日本鉄産労第6回定期大会「JR西労組との組織
統一をめざし協議を進める」方針を決定。

【JR西労組と西日本鉄産労との統一】
西日本旅客鉄道産業労働組合「JR西労組」結成、
  組合員数 35,000 名、組織率 76.2%

JR西労組第2回臨時中央本部大会
新全国産別（JR連合）結成、春闘方針を決定

日本鉄道労働組合連合会「JR連合」結成

JR西日本グループ労働組合連合会
「JR西日本連合」結成

JR西労組第3回定期中央本部大会（宝塚大会）
組織統一後初の定期大会

新規採用再開

【西労から分裂】
JR西日本米子地方労働組合「米地労」結成
　結成声明より、旧時代のものとして清算した「協議よ
り闘争主義、自主自立・民主より偏向一方的階級的労
働運動」が再び台頭した。私たちは、そのような非現実
的な運動ではない、新しい道を選択し、出発した。

JR西労組第4回定期中央本部大会（唐津大会）

【西労から分裂】
JR西日本近畿地方労働組合「近畿地労」結成
　結成声明より、今日のJR西労は、組合員不在の独善 
的運動により、会社との対決姿勢を強め展望の無いス
トライキを繰り返し、協議・交渉よりスト第一主義の「対
決型労働組合」化してきている。もはや、内部において
改革をすることは不可能であると判断した。

JR西労組第5回定期中央本部大会（城崎大会）
組合員数35,500名、組織率77.9%

JR発足から新生JR西労組結成、第5回定期大会までの歴史［年表］

地
方
機
関
な
ど
の
統
一・
整
備

が
進
む

　

Ｊ
Ｒ
西
労
組
が
結
成
さ
れ
て
以

降
、1
9
9
2
年
に
入
り
、各
地
方

本
部
段
階
で
も
結
成
大
会
が
順
次

開
催
さ
れ
、地
方
機
関
の
統
一
、整

備
が
進
み
ま
し
た
。1
月
10
日
に

金
沢
地
本（
下
田
委
員
長
）、11
日

に
近
畿
地
本（
山
口
委
員
長
）、12

日
に
福
知
山
地
本（
古
林
委
員

長
）、16
日
に
岡
山
地
本（
相
田
委

員
長
）、18
日
に
広
島
地

本（
下
田
委
員
長
）、19
日

に
米
子
地
本（
重
田
委
員

長
）、22
日
に
和
歌
山
地

本（
西
委
員
長
）、24
日
に

中
バ
ス
地
本（
森
原
委
員

長
）、26
日
に
福
岡
地
本

（
土
田
委
員
長
）、30
日
に

西
バ
ス
地
本（
今
井
委
員

長
）が
そ
れ
ぞ
れ
結
成
さ

れ
ま
し
た（（　

）内
は
初

代
委
員
長
）。

　

ま
た
、2
月
2
日
に
は

青
年
女
性
委
員
会
が
結

成
さ
れ
、初
代
委
員
長
に

は
西
村
誠
氏
が
就
任
し

ま
し
た
。さ
ら
に
、地
本

の
統
一
、
整
備
を
終
え
、

3
月
3
日
、本
部
は
第
2
回
臨
時

大
会
を
開
催
し
、1
9
9
2
春
季

生
活
闘
争
を
は
じ
め
と
す
る
具
体

的
な
運
動
方
針
を
決
定
し
ま
し

た
。
　

こ
の
ほ
か
、5
月
7
日
に
は
60
名

の
地
方
議
員
が
加
入
す
る
Ｊ
Ｒ
西

労
組
議
員
団
会
議
が
ス
タ
ー
ト
し
、

初
代
議
長
に
は
土
師
幸
平
氏（
大

阪
府
議
会
議
員
）が
就
任
し
ま
し

た
。ま
た
、5
月
、6
月
に
は
諮
問

機
関
で
あ
る
7
つ
の
部
会
の
結
成

委
員
会
も
開
催
さ
れ
、機
関
整
備

が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

Ｊ
Ｒ
の
責
任
産
別「
Ｊ
Ｒ
連
合
」

の
結
成

　

前
述
の
通
り
、ス
ト
権
委
譲
問

題
に
端
を
発
し
て
Ｊ
Ｒ
総
連
の
独

善
的
な
組
織
運
営
に
反
対
す
る
動

き
が
Ｊ
Ｒ
各
組
合
で
も
広
が
り
、

Ｊ
Ｒ
西
労
組
に
続
い
て
Ｊ
Ｒ
東
海

労
組
、Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
、Ｊ
Ｒ
四
国

労
組
も
混
乱
の
末
に
そ
れ
ぞ
れ
Ｊ

Ｒ
総
連
を
脱
退
し
ま
し
た
。そ
し

て
、こ
の
4
組
合
と
鉄
産
総
連
に
加

盟
す
る
6
組
合
は
、真
に
Ｊ
Ｒ
労

働
者
を
代
表
し
、社
会
的
信
頼
を

得
て
組
合
員
の
負
託
に
応
え
ら
れ

る
産
業
別
労
働
組
合
の
結
成
に
む

け
て
協
議
を
進
め
、1
9
9
2
年

5
月
18
日
、加
盟
10
組
合
、7
万

5
千
名
で
日
本
鉄
道
労
働
組
合
連

合
会（
Ｊ
Ｒ
連
合
）が
結
成
さ
れ
ま

し
た
。結
成
大
会
は
東
京・池
之
端

文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、初
代

会
長
に
は
Ｊ
Ｒ
西
労
組
の
矢
後
希

悦
委
員
長
が
就
任
し
ま
し
た
。ま

た
、Ｊ
Ｒ
総
連
か
ら
の
誹
謗
、中
傷
、

妨
害
を
跳
ね
除
け
て
、直

ち
に
連
合
、交
運
労
協
、

Ｉ
Ｔ
Ｆ（
国
際
運
輸
労

連
）に
加
盟
し
ま
し
た
。

1
9
9
5
年
に
は
組
織

人
員
も
Ｊ
Ｒ
総
連
を
凌

駕
し
、名
実
と
も
に
Ｊ
Ｒ

労
働
者
を
代
表
す
る
産

別
組
織
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、翌
1
9
9
3
年
6

月
に
開
催
さ
れ
た
第
2

回
定
期
大
会
で
、第
2
代

と
な
る
専
従
役
員
の
会

長
と
し
て
Ｊ
Ｒ
西
労
組
の

出
井
副
委
員
長
が
選
出

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、1
9
9
3

年
1
月
よ
り
、Ｊ
Ｒ
西
労

組
組
合
員
の
作
品
が
採
用
さ
れ

「
J
R
T
U
」の
Ｊ
Ｒ
連
合
ロ
ゴ
マ

ー
ク
が
決
定
し
、組
合
旗
が
お
披

露
目
さ
れ
た
ほ
か
、1
9
9
4
年

6
月
に
開
催
さ
れ
た
第
3
回
定
期

大
会
で
は
Ｊ
Ｒ
連
合
歌「
い
ま
、夢

が
」が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

 

Ｊ
Ｒ
西
日
本
連
合
の
結
成

　

Ｊ
Ｒ
西
労
組
、Ｊ
Ｒ
連
合
の
結

成
に
伴
い
、グ
ル
ー
プ
労
組
に
つい
て

も
Ｊ
Ｒ
総
連
か
ら
の
離
脱
な
ど
民

主
的
な
再
編
が
進
み
、1
9
9
2

年
7
月
28
日
に
Ｊ
Ｒ
西
労
組
を
含

む
14
単
組
、3
6,
7
0
0
名
で

Ｊ
Ｒ
西
日
本
グ
ル
ー
プ
労
働
組
合

連
合
会（
Ｊ
Ｒ
西
日
本
連
合
）が
結

成
さ
れ
ま
し
た
。現
在
で
は
51
単

組
、4
1,
0
0
0
名
の

名
実
と
も
に
Ｊ
Ｒ
西
日

本
グ
ル
ー
プ
の
責
任
組
合

と
し
て
の
地
位
を
確
立
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

第
3
回
定
期
大
会
の

開
催

　

結
成
後
、初
の
定
期
大

会
と
な
る
第
3
回
大
会

は
1
9
9
2
年
7
月
31

日
、8
月
1
日
に
近
畿
地

本
の
準
備
の
下
、宝
塚
グ

ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
開
催
さ

れ
、「
自
立・創
造・前
進
」

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
て
熱
心
な
討

議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。な
お
、準
備

地
本
に
よ
る
速
報
発
行
は
、こ
の
大

会
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

着
実
に
進
む
労
働
条
件
の
改
善

　

Ｊ
Ｒ
発
足
後
、旧
Ｊ
Ｒ
西
労
組

と
西
日
本
鉄
産
労
は
1
9
8
8
年

10
月
よ
り
、労
使
間
ル
ー
ル
に
関
す

る
労
働
協
約
に
加
え
、労
働
条
件

に
関
す
る
事
項
も
合
わ
せ
て
協
定

す
る「
総
合
労
働
協
約
」を
締
結

し
、毎
秋
の
交
渉
を
通
じ
て
労
働

条
件
の
改
善
に
取
り
組
み
、着
実

に
成
果
を
収
め
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、春
季
生
活
闘
争
で
も
、毎

年
、定
期
昇
給
を
実
施
し
た
う
え

で
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
を
獲
得
し
、賃
金

の
引
き
上
げ
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。し
か
し
、結
成
後
初
の
闘
い

と
な
っ
た
1
9
9
2
春
季
生
活
闘

争
の
時
点
で
は
、Ｊ
Ｒ
労
働
者
の

賃
金
水
準
は
全
産
業
と
比
較
し
10

％
以
上
低
位
に
あ
る
と
分
析
さ
れ

て
お
り
、当
時
は
格
差
是
正
が
最

大
の
課
題
で
あ
り
ま
し
た
。

　

期
末
手
当
に
つ
い
て
は
、1
9
9

0
年
度
よ
り
夏
季
手
当
と
年
末
手

当
を
春
季
生
活
闘
争
時
に
同
時
回

答
す
る
年
間
臨
給
方
式
を
導
入
し

ま
し
た
。年
間
臨
給
方
式
は
Ｊ
Ｒ

各
社
の
中
で
今
も
Ｊ
Ｒ
西
労
組
だ

け
が
実
施
し
て
い
ま
す
。さ
ら
に
、

1
9
9
1
年
3
月
か
ら
は
年
間
休

日
を
95
日
か
ら
1
0
4
日
に
増
や

し
、完
全
週
休
2
日
制
が
実
現
し

ま
し
た
。　　

　

こ
の
ほ
か
、1
9
9
3
年
4
月
に

は
、国
鉄
時
代
の
1
9
8
2
年
度

を
最
後
に
原
則
的
に
新
規
採
用
が

中
止
さ
れ
て
以
降
、1
1
年
ぶ
り

と
な
る
Ｊ
Ｒ
西
日
本
初
の
高
校
卒

の
新
規
採
用
者（
1
4
4
名
）が
入

社
し
ま
し
た
。

乗
務
員
勤
務
制
度
の
大
幅
な

改
正

　

結
成
翌
年
の
1
9
9
2
年
度
に

は
、乗
務
員
勤
務
制
度
の
大
幅
な

改
正
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ

は
、国
鉄
時
代
か
ら
続
い
て
き
た
運

転
士
の「
み
な
し
労
働
時
間
」（
行

先
地
の
時
間
か
ら
実
際
の
労
働
時

間
を
除
く
時
間
の
1
/
6
を
労
働

時
間
に
算
入
）を
廃
止
、労
働
時
間

の
構
成
要
素
を
大
幅
に
見
直
し
、

従
前
は
別
々
で
あ
っ
た
運
転
士
と

車
掌
の
勤
務
制
度
を
統
一
し
た
ほ

か
、1
日
の
平
均
労
働
時
間
を
7

時
間
31
分
か
ら
7
時
間
に
短
縮
す

る
と
と
も
に
、そ
れ
ま
で
の
賃
金
ベ

ー
ス
を
確
保
で
き
る
よ
う
手
当
制

度
も
見
直
す
抜
本
的
な
改
正
で
し

た
。9
月
に
提
案
を
受
け
た
後
、組

織
内
で
も
侃
々
諤
々
の
議
論
が
あ

り
、修
正
提
案
を
引
き
出
し
た
う

え
で
年
末
に
妥
結
し
、1
9
9
3

年
3
月
よ
り
実
施
さ
れ
る
に
至
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、同
時
に
隔
日
交
代
勤
務

も
1
日
の
平
均
労
働
時
間
を
8
時

間
32
分
か
ら
8
時
間
24
分
に
す
る

時
短
を
行
い
ま
し
た
が
、そ
の
後
も

見
直
し
を
強
く
求
め
て
議
論
を
重

ね
た
結
果
、1
9
9
5
年
6
月
か

ら
は
7
時
間
39
分
に
短
縮
す
る
勤

務
制
度
の
改
正
が
実
現
し
ま
し

た
。

ス
ト
ラ
イ
キ
を
繰
り
返
す
西
労

と
米
子
地
労・近
畿
地
労
の
結
成

　

1
9
9
1
年
5
月
に
旧
Ｊ
Ｒ
西

労
組
か
ら
旧
動
労
系
の
組
合
員
を

中
心
に
分
裂
し
て
結
成
さ
れ
た
西

労
は
、安
全
確
立
闘
争
や
春
季
生

活
闘
争
を
大
義
名
分
に
1
9
9
2

年
3
月
に
26
時
間
ス
ト
を
、1
9
9

3
年
12
月
に
は
、乗
務
員
勤
務
制

度
改
正
反
対
を
目
的
に
96
時
間
ス

ト
を
敢
行
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
も
1
9
9
3
年
月
の
ダ

イ
ヤ
改
正
か
ら
下
関
運
転
所
の
運

転
士
を
対
象
に
、寝
台
特
急
の
1

人
乗
務
に
反
対
し
て
1
4
7
日
間

に
わ
た
り
ブ
ル
ー
ト
レ
イ
ン
を
対
象

と
す
る
ス
ト
も
敢
行
し
た
ほ
か
、当

時
の
井
手
社
長
を
相
手
に
退
陣
要

求
も
行
い
ま
し
た
。な
お
、彼
ら
は

乗
務
員
勤
務
制
度
改
正
反
対
を

訴
え
て
裁
判
闘
争
に
持
ち
込
み
ま

し
た
が
、そ
の
後
、何
の
成
果
も
得

る
こ
と
な
く
全
面
敗
訴
し
て
い
ま

す
。

　

Ｊ
Ｒ
西
日
本
に
お
け
る
乗
務
員

勤
務
制
度
の
改
正
は
、先
に
同
様
の

目
的
で
改
正
さ
れ
た
Ｊ
Ｒ
東
日
本

の
内
容
と
遜
色
な
い
も
の
で
あ
っ
た

に
も
関
わ
ら
ず
、Ｊ
Ｒ
総
連
の
中

心
組
織
で
あ
る
Ｊ
Ｒ
東
労
組
が
制

度
改
正
に
妥
結
す
る
一
方
、ス
ト
で

徹
底
的
に
反
対
す
る
西
労
の
行
動

は
、同
じ
産
別
の
下
で
非
常
に
矛
盾

し
た
対
応
で
し
た
。

　

西
労
結
成
の
当
初
の
組
織
数
は

4,
8
0
0
名
で
し
た
が
、こ
う
し

た
組
合
員
不
在
の
独
善
的
な
対
決

型
の
運
動
へ
の
批
判
が
高
ま
り
、

西
労
の
異
常
性
に
気
付
い
て
脱
退

す
る
組
合
員
が
相
次
ぎ
Ｊ
Ｒ
西
労

組
に
加
入
し
ま
し
た
。ま
た
、良
識

あ
る
組
合
員
が
西
労
と
決
別
し
て

新
組
合
を
結
成
す
る
動
き
が
進

み
、1
9
9
3
年
6
月
12
日
に
は
、

Ｊ
Ｒ
西
日
本
米
子
地
方
労
働
組
合

（
Ｊ
Ｒ
米
地
労
、1
5
0
名
）が
、

1
9
9
4
年
7
月
9
日
に
は
Ｊ
Ｒ

西
日
本
近
畿
地
方
労
働
組
合（
Ｊ

Ｒ
近
畿
地
労
、3
3
0
名
）が
そ
れ

ぞ
れ
結
成
さ
れ
ま
し
た
。Ｊ
Ｒ
近

畿
地
労
脱
退
後
の
8
月
時
点
で
西

労
の
組
合
員
数
は
3,
1
0
0

名
と
な
り
、結
成
か
ら
3
年
強
で

1
/
3
に
あ
た
る
1,
7
0
0
名

も
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、1
9
9
3
年
12
月
に

は
、仙
台
地
区
で
勇
気
あ
る
仲
間

が
Ｊ
Ｒ
東
労
組
と
決
別
し
て
東
日

本
旅
客
鉄
道
新
労
働
組
合（
Ｊ
Ｒ

東
新
労
）を
結
成
し
、Ｊ
Ｒ
東
日
本

の
民
主
化
闘
争
の
胎
動
を
生
み
ま

し
た
。結
成
大
会
に
は
、Ｊ
Ｒ
西
労

組
か
ら
も
青
年
女
性
委
員
会
を
中

心
に
多
く
の
組
合
員
が
支
援
に
駆

け
つ
け
ま
し
た
。

第
4
回
・
第
5
回
定
期
大
会
の

開
催
と
組
織
率
の
向
上

　

結
成
か
ら
着
実
に
前
進
を
果
た

し
て
き
た
Ｊ
Ｒ
西
労
組
は
、1
9

9
3
年
7
月
14
日
〜
16
日
、第
4

回
定
期
大
会
を
福
岡
地
本
の
準
備

の
下
で
唐
津
シ
ー
サ
イ
ド
ホ
テ
ル
に

て
開
催
。翌
1
9
9
4
年
は
7
月

13
日
〜
15
日
に
第
5
回
大
会
を
福

知
山
地
本
の
準
備
の
下
で
城
崎
大

会
議
館
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

な
お
、結
成
時
に
組
合
員
数

3
5,
0
0
0
名
、組
織
率
76.
2

％
で
ス
タ
ー
ト
し
た
組
織
は
、

1
9
9
3
年
7
月
に
は
3
5,
3

0
0
名
、77.
2
％
に
、1
9
9
4

年
7
月
に
は
3
5,
5
0
0
名
、

77.
9
％
と
な
り
ま
し
た
。新
規
採

用
者
を
除
き
、第
3
回
大
会
か
ら

第
4
回
大
会（
1
9
9
2
年
7
月

〜
9
3
年
6
月
）ま
で
の
1
年
間

に
9
6
8
名
の
拡
大（
う
ち
西
労

よ
り
2
6
3
名
、国
労
よ
り
65

名
）、第
4
回
大
会
か
ら
第
5
回
大

会（
1
9
9
3
年
7
月
〜
94
年
6

月
）ま
で
の
1
年
間
に
1,
1
3
0

名
の
拡
大
（
う
ち
西
労
よ
り

3
6
5
名
、国
労
よ
り
83
名
）を
果

た
し
、組
織
の
躍
進
を
果
た
し
て
い

き
ま
し
た
。※（
右
表
参
照
）

交
運
共
済
へ
の
共
済
一
元
化

　

組
織
統
一
後
の
重
要
課
題
で
あ

っ
た
共
済
制
度
の
取
り
扱
い
に
つい

て
は
、1
9
9
4
年
2
月
に
開
催

し
た
第
4
回
中
央
委
員
会
で「
交

運
共
済
に
共
済
制
度
を
一
元
化
す

る
」
と
の
方
針
を
決
定
、4
月
よ
り

総
合
共
済
の
統
一
を
実
現
し
て
組

合
員
の
福
祉
制
度
の
安
定
化
を
図

り
ま
し
た
。こ
れ
に
よ
り
、Ｊ
Ｒ
職

域
共
済
で
あ
る
交
運
共
済
の
事
業

の
安
定
に
も
大
き
く
貢
献
す
る
と

と
も
に
、翌
1
9
9
5
年
1
月
に

発
生
し
た
阪
神・淡
路
大
震
災
で

は
、被
災
し
た
多
く
の
組
合
員
と

家
族
に
見
舞
金
を
給
付
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。　
【
次
号
に
続
く
】

〈結成宣言〉
　私たちは、本日ここに「西日本旅客鉄道産業労働組合」を結成した。
　私たちは、ＪＲを愛し、そのＪＲを真の民間企業として発展させながら、
新たなるＪＲ労働運動を創造するために、過去の歴史・感情を乗り越え、
歴史的な挑戦者として、新たなる1ページを拓いた。
　鉄道復権を果たし、明るく働きがいのある職場・会社を創り上げ、永
続的に鉄道産業を将来に残すための礎はここに築かれた。
　利用者に愛され、地域に密着した鉄道産業の確立と、働く仲間、そし
て家族のために、ＪＲ西日本における名実共に責任組合として、大きな
社会的責務を担う一大組織である自覚・自信・勇気を持ちつつ、運動を
展開していこう。
　そのためにも、1日も早くＪＲ労働者の大同団結を実現し、健全な労使
関係を理念とした労働運動を定着させることを改めて決意する。
　私たちの持つ課題は大きい。そして新しい道の前途は険しいが、変
化と創造の時代に向かって全組合員の英知を結集し、社会的責任と
責務を全うし、私たちは「西日本旅客鉄道産業労働組合（ＪＲ西労組）」
の限りない可能性を信じつつ、新たな道を切り拓き、輝かしい未来に向
かって邁進する。
　上宣言する。
　1991年12月6日　
　　　  　　　　　　　西日本旅客鉄道産業労働組合結成大会

Ｊ
Ｒ
西
労
組
結
成
以
降
の
組
織
の
整
備
と
躍
進


